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特集・学生生活の危機対応 
は
じ
め
に

現
在
、
大
学
は
自
然
災
害
、
感
染
症
、
個
人
情
報
の
漏
洩
、
各
種
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
公
的
助
成
縮
減
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
特
に
本
誌
の
読
者
皆
様
は
、
学
生
に
振
り
か
か
る
リ
ス

ク
に
対
し
て
大
学
側
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
で
き
る
か
、
日
々
頭
を
悩

ま
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
拝
察
す
る
。
今
回
取
り
上
げ
る「
学
生
の
薬
物
・

自
殺
・
カ
ル
ト
問
題
」
は
学
生
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
の
一
部
で
あ
る
が
、

発
生
し
た
場
合
の
本
人
や
周
囲
へ
の
影
響
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
対
処
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

大
学
に
お
け
る
「
学
生
支
援
」
は
、
学
生
が
直
面
す
る
各
種
リ
ス
ク
へ

の
対
応
方
策
の
一
つ
で
あ
る
。「
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
に

お
け
る
学
生
支
援
の
取
組
状
況
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
」（
日
本
学
生

支
援
機
構
、
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
は
、
学
生
支
援
と
し
て
「
学
生
相
談

等
」「
修
学
支
援
」「
就
職
支
援
」「
正
課
外
活
動
」「
事
件
・
事
故
等
の
防

止
に
関
す
る
学
生
へ
の
指
導
・
啓
発
」「
施
設
」「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｓ
Ａ
）」
を
挙
げ
て
い
る
が
、本
稿
で
主
眼
と
す
る
「
薬
物
・

自
殺
・
カ
ル
ト
」
へ
の
対
応
と
い
う
要
素
を
含
む
も
の
と
し
て
、特
に
「
学

生
相
談
」
と
「
指
導
・
啓
発
」
に
注
目
し
た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
平

成
一
九
年
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
っ
て
「
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談

体
制
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
な
ど
、
体
制
の
充
実
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
も
、
入
学
時
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
生

支
援
活
動
に
つ
い
て
、「
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
」
と
い
う
問
題
の
特
性

薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
問
題
と
学
生
支
援西
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特集・学生生活の危機対応 
及
び
近
年
の
社
会
環
境
を
踏
ま
え
た
場
合
の
課
題
と
対
応
例
を
示
し
た
い
。

こ
こ
で
、
本
誌
は
学
生
支
援
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
大

学
に
お
け
る
薬
物
の
蔓
延
」
と
い
っ
た
全
体
傾
向
の
問
題
よ
り
も
、
あ
る

特
定
の
学
生
が
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
と
い
う
危
機
に
瀕
す
る
と
い
う
個

別
の
事
態
を
「
問
題
」
と
設
定
し
、中
心
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
危
機
対
応
上
の
特
性

ま
ず
、
本
稿
で
注
目
す
る
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
と
い
う
三
つ
の
危
機

に
つ
い
て
、
そ
の
特
性
を
簡
単
に
整
理
す
る
。
こ
こ
で
は
、
大
学
に
お
い

て
こ
れ
ら
の
危
機
に
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
「
未
然
防
止
」

「
早
期
発
見
・
早
期
処
置
」「
事
後
対
応
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
問
題
の
特

性
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
薬
物

・
未
然
防
止

学
生
全
体
に
対
す
る
薬
物
乱
用
防
止
の
指
導
・
啓
発
が
該
当
す
る
。
薬

物
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
「
乱
用
者
自
身
の
人
生
を
破
滅

さ
せ
る
」「
乱
用
者
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
を
招
く
」が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
通
り
、

薬
物
の
使
用
は
本
人
や
周
囲
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
乱

用
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
未
然
防
止
の
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

・
早
期
発
見
・
早
期
処
置

学
生
の
薬
物
使
用
の
兆
候
を
発
見
す
る
こ
と
が
該
当
す
る
。
薬
物
乱
用

は
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
人
か
ら
の
申
告
に
よ
る
発
見
が
難
し

い
。
ま
た
、
発
見
し
た
場
合
に
は
大
学
の
み
で
は
対
処
で
き
ず
、
速
や
か

な
警
察
や
医
療
機
関
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

・
事
後
対
応

乱
用
し
て
い
る
学
生
の
発
見
と
そ
の
後
の
対
応
、
及
び
過
去
に
乱
用
し

た
学
生
の
再
犯
防
止
・
社
会
復
帰
の
た
め
の
対
応
が
該
当
す
る
。
上
述
の

通
り
、
こ
の
問
題
は
本
人
か
ら
の
申
告
に
よ
る
発
見
が
難
し
い
。
ま
た
、

再
犯
防
止
や
社
会
復
帰
の
た
め
に
は
専
門
的
治
療
が
必
要
と
な
る
た
め
、

大
学
で
対
処
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
二
）
自
殺

・
未
然
防
止

学
生
全
体
に
対
す
る
自
殺
予
防
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
啓
発
が
該
当
す

る
。
未
然
防
止
は
、
自
殺
対
策
の
文
脈
で
は
「
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
自
殺
問
題
は
発
生
時
の
本
人
や

周
囲
へ
の
影
響
が
計
り
知
れ
ず
、
未
然
防
止
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
自

ら
が
自
殺
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
を
自
殺
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
問
題
理
解
促
進
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
処
置

う
つ
病
患
者
、失
業
者
等
の
自
殺
リ
ス
ク
が
高
い
群
へ
の
適
切
な
対
処
、

及
び
「
今
ま
さ
に
自
殺
を
企
図
し
て
い
る
」
状
態
か
ら
の
緊
急
回
避
が
含

ま
れ
、「
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
大
学
と
し
て
は
ま

ず
前
者
の
対
応
、
す
な
わ
ち
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
環
境
の
変
化
に
関
す
る

相
談
等
か
ら
、
自
殺
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
学
生
を
確
実
に
捉
え
る
こ
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特集・学生生活の危機対応 
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
内
閣
府
に
よ
る
自
殺
対
策
に
関
す
る
意
識

調
査
で
は
、
身
近
な
人
の
う
つ
病
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
場
合
に
は
多
く

の
人
が
精
神
科
へ
の
相
談
を
勧
め
る
一
方
、
自
ら
の
う
つ
病
の
サ
イ
ン
に

気
づ
い
た
場
合
に
は
精
神
科
に
相
談
に
行
か
な
い
と
す
る
人
が
三
〇
・
七

％
存
在
す
る
（
図
１
）
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
精
神
科
医
療

に
関
す
る
根
強

い
偏
見
を
表
す

と
と
も
に
、
た

と
え
本
人
が
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

上
の
問
題
を
自

覚
し
て
い
た
と

し
て
も
、
自
ら

支
援
を
求
め
る

こ
と
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

・
事
後
対
応

完
遂
自
殺
の

場
合
、
本
人
へ

の
事
後
対
応
は

当
然
な
が
ら
不

可
能
で
あ
る
。

自
殺
問
題
に
お
け
る
事
後
対
応
は
、
遺
族
や
周
囲
の
人
々
、
及
び
未
遂
者

へ
の
ケ
ア
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
は
「
ポ
ス
ト
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
。
大
学
に
お
い
て
は
研
究
室
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
部
活
動
の
メ
ン
バ
ー

等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
ポ
ス
ト
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
精
神
保
健
の
専
門
家
等
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）
カ
ル
ト

・
未
然
防
止

学
生
全
体
に
対
す
る
カ
ル
ト
へ
の
注
意
喚
起
が
該
当
す
る
。
全
国
大
学

生
協
連
の
調
査
に
よ
る
と
、「
宗
教
団
体
か
ら
の
勧
誘
」
は
大
学
生
が
比

較
的
高
頻
度
で
遭
遇
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
（
表
１
）。
ま
た
、
ひ
と
た

び
カ
ル
ト
に
入
信
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
本
人
及
び
周
囲
へ
の
影
響
も
大

き
い
。
そ
の
た
め
、
注
意
喚
起
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
特
定
の
団

体
を
カ
ル
ト
と
認
定
し
づ
ら
い
た
め
、
特
定
の
団
体
を
指
し
て
注
意
を
促

す
こ
と
は
難
し
い
。

・
早
期
発
見
・
早
期
処
置

カ
ル
ト
に
よ
る
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
初
期
は
カ
ル
ト
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
、
雑
談
や
勉
強
会
と
い
う
名
目
で
勧
誘
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
あ
る
程
度
友
人
関
係
を
構
築
し
た
後
に
団
体
加
入
を
迫
る
場
合
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
加
入
し
て
い
な
い
が
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
て
い
る
と

い
う
段
階
で
の
発
見
も
重
要
で
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
措
置
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
段
階
に
入
る
と
、
本
人
が
怪
し
い
と
気
づ
い

て
い
な
い
、
気
づ
い
て
い
た
と
し
て
も
騙
さ
れ
た
と
思
い
た
く
な
い
等
の

薬物・自殺・カルト問題と学生支援 図表集 

 

 
資料：内閣府「こころの健康（自殺対策）に関する世論調査」（平成 19年５月） 

出典：平成２１年版 自殺対策白書 

図１ 精神科の病院を受診することについての国民意識 
 

表１ 平成２１年度に大学生が遭遇したトラブル 

順位（選択率） 内容 

１位（5.5％） 交通事故 

２位（4.5％） 宗教団体勧誘 

３位（4.5％） バイト先でのトラブル 

４位（2.3％） 訪問販売契約でのトラブル 

５位（1.9％） 架空請求 

６位（1.7％） セクハラ 

７位（1.5％） アルコール強要 

８位（1.2％） キャッチセールス 

９位（1.2％） ストーカー 

10位（1.2％） 空き巣・泥棒 

11位（0.6％） ネットショッピングでのトラブル 

12位（0.4％） 振り込め詐欺 

13位（0.3％） マルチ商法 

14位（0.1％） 薬物によるトラブル 

（1.5％） その他 

（62.7％） 特にない 

（14.6％） 無回答 

資料：内閣府「こころの健康（自殺対策）に関する世論調査」（平成 19 年 5 月）
出典：平成 21 年版�自殺対策白書

図１　精神科の病院を受診することについての国民意識



9 大学と学生　2010.9

特集・学生生活の危機対応 
理
由
か
ら
、
本
人
か
ら
の
相
談
に
よ
る
発
見
は
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

・
事
後
対
応

団
体
に
参
加
し
て
し
ま
っ
た
後
の
脱
会
対
応
が
該
当
す
る
。
こ
の
段
階

で
は
、
弁
護
士
等
に
よ
る
高
度
に
専
門
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
加
え

て
、
脱
会
後
の
十
分
な
心
理
的
ケ
ア
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
特
性
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
て
は
、
理
想
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
化
し
た
対
応
が
必
要
で

あ
る
が
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
よ
り
効
果
的
な
対
応
体
制
を
構
築
す
る

上
で
は
、
各
問
題
に
共
通
し
て
留
意
す
べ
き
特
性
を
抽
出
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
上
記
と
同
様
に
、
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
処
置
、

事
後
対
応
と
い
う
視
点
か
ら
三
点
を
指
摘
し
た
い
。

・
未
然
防
止

ど
の
問
題
も
、
ひ
と
た
び
発
生
し
た
場
合
に
本
人
や
周
囲
に
と
っ
て
深

刻
な
結
果
を
招
く
た
め
、
未
然
防
止
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

・
早
期
発
見
・
早
期
処
置

ど
の
問
題
も
本
人
か
ら
の
求
め
に
よ
る
問
題
発
見
や
支
援
の
実
施
が
難

し
い
た
め
、
第
三
者
か
ら
の
相
談
に
よ
る
発
見
や
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

生
活
状
況
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
き
め
細
か
い
把
握
、
能
動
的
に
支
援
を

届
け
る
取
り
組
み
等
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
問
題
を
自
覚
し
て
い
た
と

し
て
も
相
談
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多
い
と
い
う
点
に
留
意
が
必
要

で
あ
る
。

・
事
後
対
応

ど
の
問
題
も
、
事
後
に
は
本
人
あ
る
い
は
周
囲
に
と
っ
て
深
刻
な
状
況

が
発
生
し
、
解
決
に
は
専
門
知
識
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
だ

け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
専
門
家
の
力
が
必
要
に
な
る
。

大
学
の
危
機
対
応
に
影
響
を
与
え
る
社
会
環
境
の
変
化

こ
こ
ま
で
は
危
機
自
体
の
特
性
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
大
学
に
お
け
る

危
機
対
応
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
い
ま
一
つ
の
要
素
と
し
て
「
社
会

環
境
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、
近
年
の
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
環

表１　平成 21 年度に大学生が遭遇したトラブル

薬物・自殺・カルト問題と学生支援 図表集 
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９位（1.2％） ストーカー 

10位（1.2％） 空き巣・泥棒 

11位（0.6％） ネットショッピングでのトラブル 

12位（0.4％） 振り込め詐欺 

13位（0.3％） マルチ商法 

14位（0.1％） 薬物によるトラブル 

（1.5％） その他 

（62.7％） 特にない 

（14.6％） 無回答 

※�全国大学生協連「CAMPUS�LIFE�DATA�2009」より三菱総
合研究所作成
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特集・学生生活の危機対応 
境
の
変
化
に
関
す
る
話
題
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
大

学
の
危
機
対
応
へ
の
影
響
に
つ
い
て
簡
単
に
示
す
。

（
一
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
確
立
に
よ
る
問
題
の
表
出
・
伝
播
、
情
報

入
手
の
容
易
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
情
報
流
通
の
速
度
を
上
げ
、
範
囲
を
広

げ
、
ま
た
内
容
も
多
様
化
さ
せ
た
。
大
学
に
関
す
る
情
報
が
こ
れ
ま
で
に

な
く
社
会
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
表
出
し
て
い
な
か
っ
た

学
内
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ひ
と
た
び
問
題
が

発
生
し
た
場
合
に
よ
り
広
く
、
早
く
情
報
が
伝
播
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
問
題
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
問
題
発
生
後
の
情
報

発
信
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
が
多
種
多
様
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
薬
物
や
自
殺
、
精
神
世
界
等
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
も
容
易
に

な
っ
て
い
る
。

（
二
）
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り
に
よ
る
要

求
水
準
の
上
昇

我
が
国
で
は
、
近
年
「
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り
」
に
よ
り
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
要
求
水
準
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
大

学
に
対
し
て
も
、
教
育
活
動
や
そ
の
他
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
水
準
に
対
し

て
保
護
者
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
子
供

を
心
配
す
る
保
護
者
に
よ
る
学
生
生
活
へ
の
介
入
、
保
護
者
か
ら
の
学
生

相
談
窓
口
へ
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
所
謂
「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
」

の
大
学
へ
の
進
出
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

大
学
に
お
い
て
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
学
側
の
責
任
を
問
う
声
が
上
が
る
こ
と
と
な
り
、
特
に
薬
物
・
自
殺
・

カ
ル
ト
と
い
う
重
大
か
つ
世
間
の
耳
目
を
集
め
る
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の

影
響
は
顕
著
に
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
多
様
化
に
よ
る
構
成
員
の
負
担
増

現
在
の
大
学
に
は
従
来
の
教
育
・
研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
産
業
界
等
の
他
者
と
の
接
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
学
内

制
度
・
慣
行
へ
の
影
響
、
き
め
細
か
い
就
職
支
援
、
高
校
レ
ベ
ル
の
知
識

の
補
習
、
地
域
連
携
、
高
大
連
携
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
次
々
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、大
学
構
成
員
の
負
担
感
が
高
ま
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

（
四
）「
低
リ
ス
ク
社
会
」
を
育
ち
、
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
が
十
分
に
醸
成

さ
れ
て
い
な
い
若
者
の
増
加

「
大
学
と
学
生
」
第
四
四
号
（
特
集
・
学
生
相
談
）
の
論
説
に
お
い
て
「
今

日
、
学
生
の
（
中
略
）
発
達
レ
ベ
ル
の
低
さ
は
、
質
・
量
と
も
相
当
な
も

の
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
岡
本
、
二
〇
〇
七
）
よ
う
に
、
学
生

の
「
質
的
変
容
」
を
指
摘
す
る
声
は
大
き
い
。
こ
の
傾
向
は
家
庭
の
躾
の

不
十
分
性
や
学
力
低
下
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
る
が
、
学
生
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特集・学生生活の危機対応 
の
危
機
対
応
と
い
う
文
脈
で
は
、
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
な
い
学
生
の
増
加
に
よ
り
、
学
生
が
危
機
に
瀕
す
る
可
能
性
が
増
加

し
て
い
る
と
表
現
さ
れ
よ
う
。
そ
の
背
景
に
関
す
る
考
察
と
し
て
は
、
例

え
ば
科
学
技
術
と
社
会
制
度
両
面
の
進
歩
に
よ
っ
て
我
が
国
は
自
然
災

害
・
交
通
事
故
の
死
者
が
顕
著
に
減
少
す
る
な
ど
「
低
リ
ス
ク
」
な
社
会

と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
リ
ス
ク
に
対
す
る
想
像
力
を
涵
養
す
る

機
会
を
失
わ
せ
た
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
対
応
の
視
点
か
ら
み
る
学
生
支
援
の
課
題

こ
こ
ま
で
に
整
理
し
た
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
問
題
特
性
及
び
社
会

環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
「
学
生
支
援
」
を
見
直
し
た
と
き
、
現
状
の
体

制
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
現
状
の
各
大
学
が
持
つ
学

生
支
援
に
関
す
る
問
題
認
識
に
も
留
意
し
つ
つ
、
学
生
支
援
、
特
に
学
生

相
談
及
び
指
導
・
啓
発
の
課
題
と
対
応
例
を
示
す
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
と
い
う
非
常
に
深
刻

な
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
化
し
た
個
別
対
策
を
と
る
こ
と
が

本
来
で
あ
る
が
、
大
学
の
学
生
支
援
体
制
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
に
は
限
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
優
先
的
に
検
討
す
べ
き
論
点
と
し
て
、
各
問

題
に
共
通
す
る
特
性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
学
生
相
談

表
２
は
、大
学
が
認
識
す
る
学
生
相
談
に
関
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、

特
に
「
悩
み
を
抱
え
て
い
な
が
ら
相
談
に
来
な
い
学
生
へ
の
対
応
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
と

の
調
査
結
果
を
示

し
て
い
る
。
こ
の

課
題
は
、
先
に
指

摘
し
た
薬
物
・
自

殺
・
カ
ル
ト
の「
本

人
の
求
め
に
よ
る

問
題
発
見
や
支
援

の
実
施
が
難
し

い
」
と
い
う
特
性

と
通
じ
る
。ぜ
ひ
、

薬
物
・
自
殺
・
カ

ル
ト
と
い
う
文
脈

に
お
い
て
も
、「
相

談
に
来
な
い
学

生
」
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
問
題
が

重
要
で
あ
る
と
再

認
識
い
た
だ
き
た

い
。ま

た
、表
３
は
、

取
組
の
充
実
に
あ

た
っ
て
大
学
単
独 ※全国大学生協連「CAMPUS LIFE DATA 2009」より三菱総合研究所作成 

 
表２ 学生相談に関する今後の課題のうち、特に必要性が高いと考える事項（上位 3項目を選択） 

順位（選択率） 内容 

１位（70.4％） 悩みを抱えていながら相談に来ない学生への対応 

２位（50.0％） 相談員と教職員との連携・協働 

３位（49.0％） 学生相談の体制・環境整備 

４位（44.3％） 複雑かつ多様な相談内容への対応 

５位（41.1％） 危機的状況（人格障害、精神障害等）にある学生への対応 

６位（14.9％） 相談員の増員 

７位（5.5％） 学外の学生相談機関との連携 

―（0.7％） 特になし 

―（2.9％） その他 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関

する調査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

※本調査は高等専門学校も調査対象であるが、ここでは大学のみの回答をもとにした数

字を記載している。 

 
表３ 学生相談に関する取組を充実させていくにあたり、大学単独では実施困難と考える事項（上

位 3項目を選択） 

順位（選択率） 内容 

１位（36.1％） 危機的状況（人格障害、精神障害等）にある学生への対応 

２位（31.8％） 学外の専門機関（医療機関等）との連携 

３位（29.6％） 相談員や教職員に対する研修 

４位（28.7％） 他大学等の先進的取組等の情報収集 

５位（22.3％） 悩みを抱えていながら相談に来ない学生への対応 

６位（22.1％） 複雑かつ多様な相談内容への対応 

６位（22.1％） 外国の大学等における取組の情報収集 

８位（18.1％） 学生相談対応のためのマニュアル作成 

９位（14.8％） 相談員の増員 

１０位（11.8％） 学生相談の体制・環境整備 

―（7.6％） 特になし 

―（1.9％） その他 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関

する調査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

 

表２　学生相談に関する今後の課題のうち、特に必要性が高いと考える事項（上位 3 項目を選択）

※�日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に
関する調査について�調査報告」（平成 21 年�6�月）より三菱総合研究所作成
※�本調査は高等専門学校も調査対象であるが、ここでは大学のみの回答をもとにした
数字を記載している。
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特集・学生生活の危機対応 
で
は
実
施
が
難
し
い
事
項
と
し
て
「
危
機
的
状
況
（
人
格
障
害
、
精
神
障

害
等
）
に
あ
る
学
生
へ
の
対
応
」
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
点
に
は
「
学
外
の
専
門
機
関
（
医
療
機
関
等
）
と
の
連
携
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
認
識
は
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
問
題

特
性
と
し
て
挙
げ
た
「
大
学
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
専
門
家

の
力
が
必
要
と
な
る
」
と
い
う
点
と
通
じ
る
。
学
生
相
談
体
制
の
構
築
に

あ
た
っ
て
は
、
精
神
保
健
等
の
専
門
家
や
弁
護
士
等
を
学
内
で
十
分
に
確

保
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
難
し
い
場
合
が
多
い
、
と

い
う
現
状
が
こ
の
調
査
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
。
専
門
家
を
学
内
で
十
分

に
確
保
で
き
な
い
場
合
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題

に
対
し
て
大
学
の
相
談
窓
口
が
で
き
る
こ
と
は
、
問
題
の
兆
候
を
出
来
る

限
り
早
く
・
逃
さ
ず
と
ら
え
、
専
門
家
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
限
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
問
題
に
関
し
て
、
大
学
側
か
ら
問

題
を
発
見
し
た
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
に
届
け
た
り
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
英
国
に
お
け
る
若
年
男
性
向
け
自

殺
対
策
が
参
考
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
平
成
一
九
年
版
自
殺
対
策
白
書

に
よ
る
と
、
英
国
の
若
年
男
性
は
、
自
尊
心
が
傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
、
支

援
を
受
け
取
り
た
く
て
も
受
け
取
れ
ず
に
深
刻
な
状
況
に
陥
る
と
い
う
問

題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、図
２
に
示
す
よ
う
な「
Ｃ

Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
風
」
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
若
者
の
文
化
や
感
性
に
訴
え
る
、「
精
神
保
健
」
で
は
な
く
「
ス
ト
レ

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
に
よ
り
抵
抗
感
を
減
じ
る
、

※全国大学生協連「CAMPUS LIFE DATA 2009」より三菱総合研究所作成 

 
表２ 学生相談に関する今後の課題のうち、特に必要性が高いと考える事項（上位 3項目を選択） 

順位（選択率） 内容 

１位（70.4％） 悩みを抱えていながら相談に来ない学生への対応 

２位（50.0％） 相談員と教職員との連携・協働 

３位（49.0％） 学生相談の体制・環境整備 

４位（44.3％） 複雑かつ多様な相談内容への対応 

５位（41.1％） 危機的状況（人格障害、精神障害等）にある学生への対応 

６位（14.9％） 相談員の増員 

７位（5.5％） 学外の学生相談機関との連携 

―（0.7％） 特になし 

―（2.9％） その他 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関

する調査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

※本調査は高等専門学校も調査対象であるが、ここでは大学のみの回答をもとにした数

字を記載している。 

 
表３ 学生相談に関する取組を充実させていくにあたり、大学単独では実施困難と考える事項（上

位 3項目を選択） 

順位（選択率） 内容 

１位（36.1％） 危機的状況（人格障害、精神障害等）にある学生への対応 

２位（31.8％） 学外の専門機関（医療機関等）との連携 

３位（29.6％） 相談員や教職員に対する研修 

４位（28.7％） 他大学等の先進的取組等の情報収集 

５位（22.3％） 悩みを抱えていながら相談に来ない学生への対応 

６位（22.1％） 複雑かつ多様な相談内容への対応 

６位（22.1％） 外国の大学等における取組の情報収集 

８位（18.1％） 学生相談対応のためのマニュアル作成 

９位（14.8％） 相談員の増員 

１０位（11.8％） 学生相談の体制・環境整備 

―（7.6％） 特になし 

―（1.9％） その他 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関

する調査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

 

表３ 　学生相談に関する取組を充実させていくにあたり、大学単独では実施困難と考える事項
　　　（上位 3 項目を選択）

※�日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に
関する調査について�調査報告」（平成 21 年�6�月）より三菱総合研究所作成
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等
の
取
組
が
行
わ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
社
会
環
境

の
変
化
と
し
て
挙
げ

た
「
保
護
者
に
よ
る

学
生
生
活
へ
の
介
入
」

の
傾
向
を
む
し
ろ
肯

定
的
に
と
ら
え
、
保

護
者
か
ら
の
相
談
を

貴
重
な
情
報
源
と
し

て
積
極
的
に
収
集
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
り
と
め
の
な
い
相
談
や

取
り
越
し
苦
労
と
も
思
え
る
相
談
も
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、「
何
で
も

話
せ
る
」
関
係
を
構
築
で
き
な
け
れ
ば
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
よ
う

な
よ
り
深
刻
な
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と
も
難
し
く
な
る
。
例
え
ば
、
東
海

大
学
に
お
い
て
学
生
支
援
を
担
当
す
る
教
学
部
湘
南
学
生
支
援
課
（
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
）
が
編
集
す
る
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
相
談
対
応
事
例
集
」
に
よ
る
と
、
学
生

支
援
課
は
開
設
以
来
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
を
標
榜
し
、
学
生
か
ら
文
字

通
り
の
よ
ろ
ず
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
加
え
て
保
護
者
向
け
の
報

告
会
の
開
催
、「
事
例
集
」
の
保
護
者
へ
の
配
布
な
ど
の
保
護
者
と
の
接

点
を
も
つ
取
組
を
行
っ
て
お
り
、保
護
者
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
る（
東

海
大
学
教
学
部
湘
南
学
生
支
援
課
、
二
〇
一
〇
）。

加
え
て
、
よ
り
能
動
的
に
大
学
側
か
ら
学
生
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
社
会
環
境
の
変
化
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

の
確
立
に
よ
る
問
題
の
表
出
・
伝
搬
」
を
挙
げ
た
が
、
逆
に
学
生
側
も
自

身
の
問
題
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
表
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
す

で
に
「m

ixi

」
や
「tw

itter

」
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
や
、
学
生
が
開
設
し
て
い
る
ブ
ロ
グ
等
に
注
目
さ

れ
、
実
際
に
相
談
に
活
用
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
学
生
の
悪
行
が
明
ら
か
に
な
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
記
憶
に
新
し
い
。
悪
行
を
悪
び
れ
ず
に
自
ら
表
出
さ

せ
る
の
は
論
外
で
あ
る
が
、
時
に
生
活
上
の
悩
み
や
深
刻
な
問
題
の
兆
候

が
表
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
用
い
て
、
学
生
の
問
題
を

把
握
し
た
り
、
あ
る
い
は
学
生
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
た
り
す
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
指
導
・
啓
発

現
在
の
大
学
に
お
け
る
指
導
・
啓
発
に
よ
る
学
生
支
援
の
取
組
状
況
は

表
４
の
通
り
で
あ
る
。「
薬
物
乱
用
」
に
関
し
て
は
、「
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲

示
」
が
よ
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
取
組
も
あ
る
程
度
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
注
に
示
し
た
通
り
「
カ
ル
ト
や
宗
教
勧
誘
に
関
す
る
こ

と
」「
自
殺
防
止
」
は
「
そ
の
他
」
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
項
目

に
比
し
て
取
組
が
非
常
に
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
問
題
特
性
と
し
て
「
未
然
防
止

の
重
要
性
」
を
挙
げ
た
。
加
え
て
、
社
会
状
況
の
変
化
と
し
て
「
リ
ス
ク

リ
テ
ラ
シ
ー
が
不
十
分
な
若
者
の
増
加
」
と
い
う
問
題
に
も
触
れ
た
が
、

こ
れ
は
大
学
側
か
ら
学
生
へ
の
よ
り
一
層
の
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
る
と

 
出典：平成１９年版自殺対策白書 

図２ 英国における若年男性向け自殺対策パンフレット 
 

表４ 大学としての指導・啓発の取組状況 

番号 項目 
入学時におけ

るガイダンス 

学生便覧等

への記載 

学内へのポス

ター等の掲示 

刊行物の作

成、配付 

学外の機関（警

察、保健所等）と

連携指導会 

実施して

いない 

1 薬物乱用 38.1％ 19.7％ 62.9％ 17.7％ 10.3％ 13.4％ 

2 飲酒問題 63.5％ 43.7％ 63.9％ 27.7％ 7.8％ 4.9％ 

3 喫煙問題 65.1％ 54.7％ 69.7％ 22.3％ 8.0％ 4.3％ 

4 健康管理 73.7％ 58.8％ 56.6％ 28.4％ 11.6％ 2.0％ 

5 交通安全 61.9％ 45.8％ 58.0％ 17.8％ 44.1％ 7.2％ 

6 
海外渡航の 

身辺安全確認 
16.8％ 14.1％ 45.0％ 15.2％ 2.3％ 19.5％ 

7 消費者問題 57.3％ 47.6％ 61.5％ 29.0％ 18.1％ 4.9％ 

8 セクハラ防止 54.5％ 63.5％ 48.0％ 42.8％ 6.5％ 3.3％ 

9 その他（注） 5.7％ 4.7％ 6.0％ 3.7％ 3.7％ 6.8％ 

注：「カルトや宗教勧誘に関すること」、「防犯、防災関係」、「セクハラ以外のあらゆるハラスメント」、

「コンピューターネットワークの不正使用防止に関すること」、「自殺防止」等 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調

査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

 

図２ 　英国における若年男性向け自殺
対策パンフレット
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い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
薬
物
だ
け
で
な
く
、
自
殺
や
カ
ル
ト
の
問
題
に

つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
の
指
導
・
啓
発
の
取
組
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
際
は
、
上
述
の
英
国
に
お
け
る
取
組
等
も
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
薬
物
・
自
殺
・
カ
ル
ト
の
問
題
特
性
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

問
題
特
性
と
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
場
合
の
学
生
支
援
に
お
け
る

課
題
と
対
応
例
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
し
か
し
、
大
学
の
業
務
が
多
様
化

し
、
対
応
す
る
人
的
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
状
況
の

変
化
と
し
て
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。今
回
と
り
あ
げ
た
問
題
に
限
ら
ず
、

大
学
の
各
種
リ
ス
ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
打
つ
べ
き
か
を
決
定
す
る
に
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か

ら
詳
細
は
差
し
控
え
る
。
貴
学
に
お
か
れ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
へ
の

対
応
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
検
討
さ
れ
、
学
生
の
危
機
へ
の
対
応
体
制
を
充
実

さ
れ
た
い
。
本
稿
が
わ
ず
か
で
も
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

表４　大学としての指導・啓発の取組状況
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2 飲酒問題 63.5％ 43.7％ 63.9％ 27.7％ 7.8％ 4.9％ 

3 喫煙問題 65.1％ 54.7％ 69.7％ 22.3％ 8.0％ 4.3％ 

4 健康管理 73.7％ 58.8％ 56.6％ 28.4％ 11.6％ 2.0％ 

5 交通安全 61.9％ 45.8％ 58.0％ 17.8％ 44.1％ 7.2％ 

6 
海外渡航の 

身辺安全確認 
16.8％ 14.1％ 45.0％ 15.2％ 2.3％ 19.5％ 

7 消費者問題 57.3％ 47.6％ 61.5％ 29.0％ 18.1％ 4.9％ 

8 セクハラ防止 54.5％ 63.5％ 48.0％ 42.8％ 6.5％ 3.3％ 

9 その他（注） 5.7％ 4.7％ 6.0％ 3.7％ 3.7％ 6.8％ 

注：「カルトや宗教勧誘に関すること」、「防犯、防災関係」、「セクハラ以外のあらゆるハラスメント」、

「コンピューターネットワークの不正使用防止に関すること」、「自殺防止」等 

※日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調

査について 調査報告」（平成 21年 6 月）より三菱総合研究所作成 

 

注：�「カルトや宗教勧誘に関すること」、「防犯、防災関係」、「セクハラ以外のあらゆるハラスメント」、「コ
ンピューターネットワークの不正使用防止に関すること」、「自殺防止」等

※�日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調査につい
て調査報告」（平成 21 年�6�月）より三菱総合研究所作成


